
平成14年度第四回例会議事概要

平成１４年度第四回例会が下記により開催された。

日　時� 平成１５年２月２０日　例会12:00～13:00

場　所� 苫小牧市テクノセンター 会議室2階

出席者� 立地企業23社25名、苫小牧市テクノセンター1名、道央産業技術振興機構1名、

� 苫東9名　(計36名)

平成15年2月20日

1

２ その他

　ブロードバンド導入について、新年早々に

文書でNTTの苫小牧支店長宛要請したが、導

入希望の13社では設備投資をした場合に合わ

ないので、150社位ないと困難であると回答が

あった。しかし、これからは安価な高速通信

手段がないと仕事に支障をきたすので、苫小

牧市や北海道と相談しながら引き続き折衝し

ていきたい。

１ 各社近況報告
(株)ダイナックス

� � 監査役　坪田純一

［車両紹介制度］
購入前に紹介カードを(株)ダイナックスへFAXす
ると、3,000円～5,000円の紹介料を支払います。

 ［創立記念事業］
当社は今年で設立30周年目なので設立事業として
6月に記念コンサートを開催する。又、札響とタ
イアップしてCDを記念品として関係先に贈呈し
ている。

 ［生産ラインの追加など］
ヨーロッパのAT車等の販売増加を見込み、苫小牧
工場にラインを追加して生産増加に対応している
。又、将来に備え燃料電池の研究開発を東北大学
と 共同で進めている。ゼロエミッション達成のた
めゴミ対策にも取り組んでおり、一応のメドはつ
いている。

北海道エコリサイクルシステムズ(株)　

� � 代表取締役工場長　力石國壽

　工場の操業から本年3月で丸2年が経った。1年目は
家電リサイクル法の施行で予定より3万台多かった。2
年目の昨年は23万台集荷処理し、1年目の在庫処理を
含め、予定数量の24万台を確保できたが、15年度は北
海道経済の落ち込みから集まりが悪く目標の30万台に

対して25万台と厳しい。

(株)サニックスエナジー　

� � 取締役苫小牧発電所所長　楠田司　

　去年の11月から一部施設の不具合や凍結の影響によ
る支障が出たので、改良をして解決した。順調に試運
転を実施中でボイラー1基は100％稼働しており、ほぼ

フル稼働に近く4月からは本格運転の予定。

(株)苫東

� � 代表取締役社長　小林董和

　当社は去年と同程度の経常利益を得ることが出来そ
うだ。懇話会メンバーの北海道電力・ダイナックス・
日北酸素に土地を買い増しして貰ったおかげだ。残念
ながら新規立地は一件もない、今後積極的にPRする
ためプレジデントとJALの機内誌に広告を出すことに
した。


